
間伐材パネルの概要について

　１　間伐材パネルの規格
　　間伐材で作成したパネル(1500mm*500mm*100mm)を切土法尻へアンカーで設置

　２　設置の目的
　○　道路維持管理費の低減（防草効果） 　○　視線誘導効果
　○　視距の確保 　○　間伐材の利用促進

　３　構造物の耐久性
スギ　　：野外で５～６．５年 指針に示す左のデータは、最も腐朽しやすい地際部

ヒノキ　：野外で７～８．５年 のものであり、法尻の施工の場合、１０年程度は施工

目的を維持するものと思われる。

　４　事例：設置後の効果の持続
　　　　① 林道石見高原線（邑南町）
　　・ 平成１６年度設置（１年目） 　　　・ 平成１５年度設置（２年目）

　　・ 平成１４年度設置(３年目) 　　　・ 平成１３年度設置（４年目）

　　　　② 林道火の谷分谷線（日原町）
　　・ 平成１２年度設置（５年目） 　　　・ 平成１１年度設置（６年目）
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